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　日本の茨城県千葉県沖は、オホーツク海プレートの下に太平洋プレートが沈み込み、小地震が定常的に多数

発生している。本研究では、2003年から2019年に発生した576地震（4.2≦Mw≦5.0）の応力降下量を解析

し、太平洋プレート上の応力降下量の時空間分布を求めた。 

　具体的な解析手法は、以下のとおりである。まず、解析対象地震それぞれに対して、最も震源に近い地震

(Mw3.5)を経験的グリーン関数として選定した。その後、周波数領域にて解析対象地震の観測波形（Hi-net

データを使用）を経験的グリーン関数の波形で除し、観測点ごとにスペクトル比を求めた。次に、地震のスペ

クトルはオメガ2乗モデル（Boatwright, 1978）に従うと仮定し、スペクトル比から解析対象地震および経験

的グリーン関数地震のコーナー周波数を求めた。さらに、Madariaga(1976)の円形断層モデルに

従って、コーナー周波数から応力降下量を推定した。１地震に対して観測点の数だけ応力降下量の数値が得ら

れるので、それらの値のlog平均を計算することにより、最終的に解析対象地震の応力降下量とした。この操作

を解析対象地震すべてについて実行し、576地震の応力降下量を求めた。 

　以下の結果が得られた。2011年東北地方太平洋沖地震（以下、2011東北地震と記す）の震源域では、高い

応力降下量を持つ小地震が分布していた。これは、過去の大地震大すべり域で応力降下量が大きいとの結果と

一致しており、応力降下量の解析により摩擦強度の相対的空間分布の推定が可能であるとの指摘とも一致する

(Yamada et al. ,2017;2021)。また、2011東北地震時に変位が大きかった領域周辺地域の一部で、2011東北

地震後に応力降下量の低下（時間変化）が見られた。本結果は、時間的な強度の低下を示唆していると考えら

れ、東北地方沖で同様な解析をしたYamada et al. (2021)の結果とも一致している。原因の候補として、大地

震およびその後の余震活動、またはマントルの粘弾性応答による影響が挙げられる。 
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